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メンタルワークロード評価法に基づく

運転中の携帯電話利用の影響に関する研究

学位論文内容の要旨

  近年の社会における高度情報化及び電子技術発達に伴い、携帯電話がその利便性のため

急速に普及している。これと同時に、自動車運転中の携帯電話利用が運転者の運転能カを

低 下さ せ 、 道 路 交 通 に 様 々 な 問 題を 誘 発 し て い る と 懸 念 され てい る。

  携帯電話の利用が運転挙動にどの程度の影響をもたらしているかについては十分な検討

がなされておらず、諸外国を含めてシミュレータを用いた実験例が幾っか存在する他、実

際の道路において行われた実験は少ない。また、これらの実験では車両挙動やドライバー

の反応時間等に基づぃた客観的測定によるデ一夕の検討が主であり、ドライバーの主観的

な部分にどのような影響が生じているかについては諸外国の研究例を除いて日本では非常

に少なぃ。

  本論文の目的は、それらの点を踏まえ、運転中の携帯電話使用がドライバーのメンタル

ワークロードにどのような影響を及ぼしているかを明らかにすることである。そのため、

本研究では運転者のメンタルワークロード測定・解析・評価に関して客観的測定方法以外に

運転 者を対象とした主観的測定方法を提案し、それらの適用を検討した。

  本論文は7章から構成されており、その内容は以下のように要約される。

  第1章では、本論文の背景、目的、内容及び構成について簡単に記した。

  第2章では、自動車運転中の携帯電話使用による実態及び問題を整理し、ドライバーの

メンタルワークロード測定による本研究の位置づけを明らかにした。すなわち、ドライバ

ーの行動特性とその評価手法について説明し、その特徴と課題をまとめた。そのため、メ

ンタルワークロードに関する国際基準(IS0-10075）及び日本での適用(JISー28502)に関す

る議論を行った。更に、メンタルワークロード測定に用いられる客観的方法及び主観的方

法の特徴や間題点についても述ベ、本研究に用いた評価方法の意義を記した。

  第3章では、本研究の目的及び研究体系を具体的に述べた。

  第4章では、北海道開発局・開発土木研究所のドライビングシミュレータを用いて携帯電

話の設置位置の違いによる運転中の携帯電話操作及び比較夕スクについて行った検討の結

果を述べた。この実験は、24名の被験者を対象とした。ドライバーのメンタルワークロー

ドは、反応時間及ぴNASA-Task Load Index（以下、NASA-TLX)による主観的評価方法を

用いて検討した。主観的メンタルワークロードの評価において採用したNASA―TLXの特
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徴及び適用性について論じた。本章の実験結果から、ハンズフリーシステムを用いた携帯

電話使用の方が助手席に置いた状態よりも操作性がよく、ドライバーへの影響が少なかっ

たことを記した。また、主観的メンタルワークロードの測定結果からは、NASAが宇宙飛行

土用に開発した評価方法は日本人ドライバーにも有効な評価手段として使用可能であるこ

とを示した。

  第5章では、実際の運転場面における携帯電話使用の危険性を検討するため道央自動車

道で行った走行実験の結果を述べた。具体的には、追従運転時にハンズフリーシステムを

用いた携帯電話を使って会話するという実験を行った。被験者は、運転中の携帯電話使用

経験者（8名）及び未経験者（8名）の2つのグルーブに分けた。ドライバーのメンタルワ

ークロードは、運転挙動及びNASA-TLXによる主観的評価から測定した。実験結果は、ド

ライバーの経験よって運転挙動よりも主観的メンタルワークロードに相違が見られたこと

を示した。また、電話夕スク時における被験者の反応時間はシミュレーション実験で行っ

た比較夕スク（ラジオ操作、罐ジュース等）と同程度のレベルにあることを示した。主観

的メンタルワークロードの測定に関しては、評価方法の説明が被験者に十分に行き届いて

いなかったケースが認められたため改善が必要だった。

  第6章では、自動車運転中の携帯電話を通した会話内容の違いがドライバーに与える影

響を検討するため道央自動車道で行った走行実験の結果を述べた。被験者には、追従運転

時に簡単な会話及び暗算課題という2種類の会話を課した。被験者は、若年者（19名）及

び高齢者（12名）の2つのグループに分けた。ドライバーのメンタルワークロードは、運

転挙動及びNASA-TLXによる主観的評価から測定した。この実験の結果から、若年者・高

齢者とも会話が複雑化することによってメンタルワークロードが上昇することを客観的評

価及び主観的評価から示すことができた。また、NASA-TLXを簡易化及び具体化したこと

に よ っ て 、 一 般 ド ラ イ バ ー に も 理解 し や すい 評 価方 法 が提 案 でき た 。

  第7章の結諭では、本研究において行った実験の結果から運転中の携帯電話使用がドラ

イバーのメンタルワークロードにどのような影響を及ぼしているかをまとめた。すなわち、

自動車運転中の携帯電話使用によるドライバーへの影響を客観的方法及び主観的方法によ

って得られた測定・評価・分析結果を整理した。その結果、携帯電話の操作性を向上するこ

とでドライバーのメンタルワークロードが軽減すること、会話による影響はあるか場面に

よっては対応が可能であること及び会話内容が複雑化することによってドライバーのメン

タルワークロードが上昇することが明らかとなった。また、本研究の成果としてドライバ

ーの心理と行動的現象及びそれらの関係をメンタルワーク口ードの変化から分析できるこ

とを本章に記した。更に、主観的評価方法をメンタルワークロード測定に用いたことによ

って外面からは知ることのできないドライバーの特性か分析可能であることを示した。
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メンタルワークロード評価法に基づく

運転中の携帯電話利用の影響に関する研究

  近年、携帯電話がその利便性のために急速に普及しており、自動車運転中の利用も社会

的問題となっている。法律では、運転中の携帯電話の使用を原則禁止しているが、その影

響を 把握する研 究はまだほ とんどなく 、科学的な 検討が必要 な状況にある。

  本論文はそれらの点を踏まえ、運転中の携帯電話使用がドライバーのメンタルワークロ

ードヘの影響を評価する方法とその適用を試みることを目的としたものである。ここでの

ドライバーのメンタルワークロードは、運転中のフアジカルな面、環境要因を合めての心

理的、精神的な負荷を意味するものであり、そのために、本研究ではその測定・解析・評

価に関して客観的測定方法以外に、運転者に対する主観的測定方法を新たに提案している。

  本論 文 は7章 から 構 成され ており、そ の内容は以 下のように 要約される 。

  第1章 では 、 本論 文 の背景 、目的、内 容および構 成について 記している 。

  第2章では、自動車運転中の携帯電話使用による実態および問題を整理し、ドライバー

のヌンタルワークロード測定方法の本研究における位置づけを明らかにしている。すなわ

ちドライバーの行動特性とその評価手法について説明し、その特徴と課題をまとめている。

さらに、メンタルワークロード測定に用いられる客観的方法および主観的方法の特徴や問

題点についても述ベ、新たに本研究で用いた評価方法の意義を明らかにしている。

  第 3章 で は 、 本 研 究 の 手 順 お よ び 研 究 体 系 を 具 体 的 に 述 べ て い る 。

  第4章では、ドライピングシミュレ一夕を用いて携帯電話の設置位置の違いによる運転

中の携帯電話操作および比較夕スクについて行った実験結果について考察を行っている。

結果は、反応時間およびNASA Task Load Index（以下、NASA－TLX)による主観的評価方

法によって検討されている。その結果、ハンズフリーシステムを用いた携帯電話使用の方
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が助手席においた状態での操作よりもドライバーのヌンタルワークロードへの影響が少な

かったことを明らかにしている。また、NASAの宇宙飛行土用に開発した評価方法が、自

動車ドライパー対しても有効であることを示している。

  第5章では、実際の運転場面における携帯電話使用の危険性を検討するための走行実験

結果を述ベ、考察を行っている。．具体的には、追従運転時にハンズフリーシステムの携帯

電話によって会話するという実験を行っている。被験者は、運転中の携帯電話使用経験者

および未経験者の2つのグループに分けられ、ヌンタルワーク口ードは運転挙動および

NASA－TLXによる主観的評価によって測定されている。実験結果は、ドライバーの経験

によって主観的ヌンタルワークロードに相違がみられたことを示している。また、電話夕

スク時における被験者の反応時間はシミュレーション実験で行ったタスクと同じレベルに

あることを明らかにしている。

  第6章では、自動車運転中の携帯電話を通して会話内容の違いがドライバーに与える影

響を検討するため実際の走行実験結果について述ベ、考察を行っている。被験者には、追

従運転時に簡単な会話および暗算課題という2種類のタスクを課している。ここでの被験

者は若年層および高齢者の2つのグループに分けられ、メンタルワーク口一ドは、前章と

同様に運転挙動およびNASA－TLXによる主観的評価から測定している。この実験からは、

若年者・高齢者とも会話が複雑化することによってヌンタルワーク口一ドが上昇すること

を、客観的および主観的両方の評価から明らかにしている。また、NASA・TLXを簡易化

および具体化したことによって、一般ドライパーにも理解しやすし〕評価方法を新たに提案

している。

  第7章は本研究の結論である。得られた実験結果から運転中の携帯電話使用がドライバ

ーのメンタルワーク口一ドヘの影響の評価方法とその適用の妥当性についてまとめている。

その結果、採用した客観的および主観的評価方法の有効性とドライパーの携帯電話の操作

性等によるヌンタルワークロードの影響が明確に評価できること、また会話内容等がなる

にしたがって、評価値が上昇することなどが明らかにできることなどが結論づけられた。

  さらに、本研究の成果として、客観的評価と主観的評価が密接な関係を持つことがわか

り、主観的メンタルワークロード計測方法が、その計測の簡易性、弾力性を考えると、今

後この種の評価に有用性が高いことを示している。

  これを要するに、著者は自動車運転時のヌンタルワークロード評価方法とその適用を行

うことにより、今後の人に優しい自動車交通システムの開発、自動車交通安全上新しい知

見を得たものであり、交通工学および人間安全工学に対して貢献するところ大なるものが

ある。よって著者は、北海道大学博士（工学）の学位を授与される資格あるものと認める。

― 1058―


